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＜患者様連絡事項＞

・現在、当院で使用しているペン型インスリン注射針がメーカー自主回収している為（薬液がでない）ペンニードル32Gで対応します。発注時は薬局に連絡して下さい。

・本日と明後日にアドバイザー報告会があるので、アドバイザーは各時、日時を確認し、出席して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・坂　貢様～鼻汁、咽頭痛あり、川端Drより総合感冒薬が1日分処方となっています。同様の訴えがあれば、明日主治医へ情報提供してください。

･川村　和則様～鼻汁、咽頭痛あり、川端Drより総合感冒薬が1日分処方となっています。同様の訴えがあれば、明日主治医へ情報提供してください。

・奥寺　徹様～皮膚科診察にて急性湿疹の改善がみられず、タベジールが1週間継続処方となっています。

・阿部　文香様～皮膚科診察にて、顔面の皮膚状態の改善みられず、ユベラ錠が1週間継続処方となっています。

・安達　貴浩様～皮膚科診察にて、急性湿疹の改善し、タベジールが止めとなっています。

・倉舘　昌雄様～皮膚科診察にて、右足の二次感染の改善みられ、サワシリンが止めとなっています。

・小野寺　文明様～皮膚科診察にて、全身の急逝湿疹との診断あり、タベジールが1週間処方となっています。

・板橋　トミ様～皮膚科診察にて、左足第1趾爪挫傷の診断。アズクロ塗布の指示あり。水曜日再度診察。

・山下　拓也様～皮膚科診察にて、右足第1趾爪挫傷完治。処置止めとなっています。

＜注目患者様検討＞

･古川　徳一様～一昨日より、嘔吐、食事の拒否･残食あり、点滴療法を開始している。食事に関しては以前､殆ど手をつけず水分補給・服薬も拒否ある。服薬に関しては促しにて、服用するが、高齢を考慮しても、体力の低下、脱水のリスクが高い。また、バイタルサインでは不整脈もあり、内服でジゴシンを服用していること、下肢の浮腫もありため、身体観察において脱水・浮腫の度合い・食事、水分補給状態、発熱、脈拍、呼吸状態を重点に観察が必要です。身体管理が優先する場合は主治医に岸原病院へ転院も視野に入れながら、情報提供していく。

・磯島　貴広様～一昨日の服薬時に、口腔内に薬をため込みごまかすことがあり、本人からも｢必要無い｣との治療に関する理解の乏しい発言があった。今後、服薬は口腔内を確認し、本人にも治療の必要性を説明して下さい。要注目です。

＜服薬事故について＞

・板橋　トミ様～本日、朝食後薬を二重投与の事故がありました。川端Drへ情報提供し、本日より、２日間、血圧４検(６時、１１時、１６時、２０時)と就床時に低血圧であれば、当直医へ連絡。又、明日の朝食後薬については、主治医もしくは、川端Drへ情報提供し、指示を受けるようにとの指示あり。

　　　　　　　　各ユニットに資格者がいるのであれば、各ユニットについた資格者が与薬してください。また、お互いの声かけ、確認を必ずすること。

＜業務改善案＞

· 服薬事故防止の為と、朝の環境整備の充実を図る為にも、以前実施していた、与薬担当者を再度検討してはどうかとの意見があった。

この件に関しては、GOMを交えて意見交換し、再検討とする。

＜川端Drケースカンファ＞

· 種本　福松様～今回の入院で｢薬を飲むと眩暈がする｣との訴え、心気的な訴えが聞かれ　

　ている。元々薬に関して敏感なところがあり(薬物アレルギーがあり拒否もある)その都度診察で対応していた。主病以外に糖尿病、前立腺癌あり、糖尿病に関しては、食事療法程度だが、前立腺癌は腫瘍マーカーが高値を示していた。日赤病院で通院治療していたが、中断していた様子。今後採血でPSAの検査を実施する。

又、家族の情報として、娘様がいるが、現在内縁関係の男性と同居し、本人とは別居している。種本様は娘様に面倒をみてもらいたいとの希望はあるが、娘様も精神遅滞がある様子で、種本様の面倒は見るつもりはない。本日の問診で、頓服薬は中止とする。

・阿部　文香様～先日の定期採血の結果、甲状腺ホルモンの値が高い。甲状腺ホルモンの上昇と興奮は関係が深く家族面会時、主治医も立ち会う予定。明日の１６：３０か水曜日の１５：３０に面会が可能であれば立ち会います。本人と母親とは主治医がくるまで面会させないこと。また、日常生活の中で、髪の毛が沢山落ちている事が見られるようになってきた。自傷行為か否か、頭部の観察をしてください。本日、診察にて、薬物調整と甲状腺の採血検査をしていきます。

・鳴瀬　裕之様～本日、河原木様が叩かれたとの訴えあり。本人は否定しているが、３月頃には河原木様をこずくことが確認されている。本人には説明しても理解に乏しさもあり、ベッドが隣り同士の環境から事故のリスクもある。

ベッド調整してくさだい。

・巴　勇樹様～睡眠の不安定さ、言動のまとまりのなさ著明。薬物調整をしていきます。作業療法などのプログラムは見送ります。

・東海林　康之様～軽そう状態となり、診察にて抗精神病薬(セロクエル)が増薬となります。日課、睡眠状態を重点に観察。低血圧もあるため、副作用でもあるふらつきにも注意して下さい。

・松谷　さと子様～診察時、本人より外泊訓練、退院と訴えあり。主治医より保護者の姉様の面談を実施し、保護者との同意を得てからでないと、退院を含めた今後については許可できないことを伝えている。スタッフも周知してください。来週のスケジュールとして、11/29、15:30･11/30、16時

　　　　　　　　　12/4、10時は面談可能。本人、担当スタッフサイドで連絡調整してください。

・田中　豊三様～診察にて、体重減少傾向であり、カロリー増加、体重減少改善目的でアイソジェン１P追加（夕食）となってます。













